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【内容】

①子どもたちの体力について
②体力向上マネジメントについて
③体力向上を推進していくための具体
④まとめ



①子どもたちの体力について



子どもたちの体力の実態
【全国体力・運動能力、運動習慣等の調査（R４）】

○体力合計点は小中学校男女ともに低下
○評価の状況は小中男女ともにAB群減少、DE群増加

【課題】 ①生活習慣の変化
②肥満傾向のある児童生徒の増加
③運動時間が以前の水準に至っていない

令和４年１２月 スポーツ庁HP より



体力の必要性

スポーツ庁 体力・運動能力等調査記録シート

○体力のピークは20歳頃。学校
での学習や経験は低下に備え
ることに有効である。
○いつの世代であっても運動を
日常化することで、体力は維持
される。



体力の必要性
体力は人間の活動の源であり、健康の維
持のほか、意欲や気力といった精神面の充
実に大きく関わっており、「生きる力」の重
要な要素である。 （中教審答申）

学校生活の充実
（学習意欲・継続 学級活動 人間関係の構築）

体力の向上



中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説
保健体育編（ｐ２４５、２４６抜粋）

また、体育・健康に関する指導を通して、学校生活はもちろんのこと、家庭や
地域社会における日常生活においても、自ら進んで運動を適切に実践する習
慣を形成し、生涯を通じて運動に親しむための基礎を培うとともに、生徒が積
極的に心身の健康の保持増進を図っていく資質・能力を身につけ、生涯を通
じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるように配慮する
ことが大切である。
なお、中学校にあたっては、教科担任制を原則としているために、体育・健康
に関する指導が保健体育科担当の教師に任されてしまうおそれがある。しか
し、体育・健康に関する指導は、学校の教育活動全体を通じて適切に行われ
るべきものであり、その効果を上げるためには、保健体育科担当の教師だけ
でなく、全教職員の理解と協力が得られるよう、学校の実態に応じて指導体
制の工夫改善に努めるなど、組織的に進めていくことが大切である。



本校の課題

生活習慣 メディアコントロール力



運動習慣の定着

本校の課題



運動習慣の定着

生活習慣の乱れ メディアコントロール力

本校の課題

体力の
大切さ

運動意欲
の向上

学校・家庭・地域との
組織的な取組



②体力向上を推進していくために



学校組織全体で取り組む体力向上

【学校のグランドデザイン】
「体力向上」の位置づけはどう
なっている？

令和４年度 体力向上マネジメント指導者養成研修（加藤崇英）講義資料より

学校教育目標＝ミッション



学校の教育活動全体を通じて

さらに、地域、家庭との連携

教科 昼休み 委員会活動



新体力テスト 有意義な活用のために-文部省（平成12年）

体力向上マネジメント
学校での体力・運動能力向
上のための継続的な取組を
推進し、取組の目標の達成を
評価するために、PDCAサイ
クルを実施し、その評価に新
体力テストを用いた全国体力
調査を活用することができる。



体力向上マネジメントを図る目標設定の視点

令和４年度 体力向上マネジメント指導者養成研修（佐藤 豊）講義資料より



カリキュラム・マネジメントの観点から
横（広がり）の視点
ア）学校、家庭、地域のつながり
イ）保健体育から教科外へのつながり
ウ）保健体育科内（保健と体育）のつながり

縦（系統性）の視点 校種の中でのデザイン
ア）幼から高、生涯場面まで（長期）
イ）幼・小・中・高の各段階で（中期）
ウ）年間計画（短期）や単元計画（短期）

令和４年度 体力向上マネジメント指導者養成研修（佐藤 豊）講義資料より

縦横の両面から
検討する
＋

立場からみた
マネジメント

体力向上



カリキュラム・マネジメントの例

令和４年度 体力向上マネジメント指導者養成研修（佐藤 豊）講義資料より



カリキュラム・マネジメントの例

令和４年度 体力向上マネジメント指導者養成研修（佐藤 豊）講義資料より



教科マネジメント、教科外マネジメントの例

令和４年度 体力向上マネジメント指導者養成研修（佐藤 豊）講義資料より



子どもたち自身が運動・活動に対して

日常化 主体的



日常化・主体的活動に向けてのキーワード

○切実性
○児童生徒にやってみたい！と思わせる仕掛け
○先生もわくわく！ 児童生徒もわくわく！
○（こなすだけでなく）課題解決で
○保護者・地域も「関わりたい！」と思わせる環境

令和４年度 体力向上マネジメント指導者養成研修（鈴木 聡）講義資料より



日常化・主体的活動に向けて
・全校での取り組み、生徒の頑張りを発信→意識づけ



日常化・主体的活動に向けて
・地域人材、専門家を活用した授業実践



日常化・主体的活動に向けて
・地域人材、専門家を活用した授業実践



日常化・主体的活動に向けて
・小中連携の取り組み→生活習慣についての通信発行



日常化・主体的活動に向けて
・学校・地域・家庭をつなぐ（拡大学校運営協議会）



保健委員会と
タイアップ

本校の今後の取り組み・課題



日常化・主体的活動に向けて
・教員が生徒と一緒になって「ともにスポーツを楽しむ」



・学校全体で体力向上に取り組む
・学校・家庭・地域の特色を活かした
マネジメント
・家庭や地域をポジティブに巻き込む
ための工夫

まとめ


